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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 

発展に伴い化学物質の管理が課題になるアジア途上地域を対象として POPs 候補物質による汚染物質

の実態解明、動態解析、生物濃縮、経年変化を明らかにするという研究の目的は着実に達成されている。

多数の物質を網羅的に分析及び追跡し、生態影響を明らかにする本研究は、これらの物質の動態解明で

大きな貢献をしており、学術誌への発表もきわめて活発である。従来からの研究の成果を更に発展させ

る研究として世界的な水準から見ても十分であり、多くの貴重な知見が蓄積されてきている。研究計画

に沿って更に研究を発展させることによって、環境改善施策への反映が可能になるような研究成果を得

ることが期待される。 


